
初めて病院見学へ行ったときに感じたスタッフの方々の温かな雰囲気です。

そして、驚いたのは看護部長がとても気さくに話しかけてくださったことです。

見学者一人ひとりに対して真摯に向き合ってくださる姿を拝見し

「こんな素敵な上司がいる職場で働きたい」と思い、入職を決めました。

名手病院に入職を決めた理由は何ですか？Q

私は透析室で勤務しており、看護師と臨床工学技士と共に働いています。名手病院の透析室の

雰囲気や良いところは“資格の枠を超えてお互いの専門性を尊重しあっている”ところです。

意見が違ったときも「そういう考え方もあるね」と認めあえる空気感があります。

部署長も私たちのやり取りを見守り、支えてくださるのでチーム一丸となってベストな透析

医療を目指すことができています。

部署の雰囲気を教えてくださいQ

透析室の特徴にはなりますが、名手病院の透析室は看護師と臨床工学技士の２名体制でプリセプター

シップをとっています。「透析は機械が難しそう」と感じたこともありましたが、専門分野の違う２名に

プリセプターとして指導をしていただけるので安心して知識や技術を身に付けられ、多角的な学びを

得ることができました。また、意見を出し合い質問をしやすい環境です。

実際に働いてみて感じた当院の特徴などがあれば教えてくださいQ

看護学生の皆さんへメッセージ

名手病院で働く先輩からの

Message【メッセージ】 01

看護学生の皆さん、勉強や実習毎日本当にお疲れ様です。

名手病院は地域の方々にも愛されるとても温かい雰囲気が自慢の職場です。

私たちが大事にしているのは、知識や技術はもちろんですが

何よりも「やさしさ」と「思いやり」です。

勉強の合間に私たちの病院の雰囲気をぜひ見に来てください♪

透析室 Aさん

名手病院で働く先輩からの

メッセージ
名手病院で働く先輩からの

メッセージ



看護学生の皆さんへメッセージ

名手病院で働く先輩からの

Message【メッセージ】 02

当院は地域に密着し、患者さんに寄り添う看護をすることができます。

病棟の雰囲気も温かく、先輩方も優しく“分からないことはみんなで

解決しよう”という雰囲気があります。少しでも興味がでましたら

ぜひ、病院見学や就業体験に来てくださいね。お待ちしています。

当院の理念でもあるやさしさと思いやりです。患者さん一人ひとりの思いや生活背景に目を向け

ながら日々関わることを心がけており、退院後の生活も見据えて向き合っています。患者さんは

もちろん、患者さんのご家族やスタッフに対してもやさしさと思いやりを大事に働いています。

仕事をするにあたり日々 心掛けていることはありますか？Q

“急性期～回復期～在宅”までつながる医療が特徴であり、患者さんと長く関わる看護ができます。

そして、内科、整形、透析、リハビリなど地域密着型の病院であることから幅広い看護を経験する

ことができます。また、チーム医療が中心のため、スタッフ間でのコミュニケーションを大事にして

いる病院だと感じています。他職種含めてスタッフ同士の仲が良く、私自身もサークル活動として

バスケ、ヨガ、バドミントンに参加しており、先輩や後輩、多職種の方々と交流をしています。

病院主催の忘年会や食事会、日帰り旅行などもあります。

当院のおすすめポイントを教えてくださいQ

回復期病棟では、急性期の治療を終えた患者さんが元の生活へ戻ることができるように多職種

の皆さんと関わりながら連携をしながら日々サポートしています。医師、リハビリ職（PT、OT、

ST）、薬剤師、MSW、看護助手、ケアマネジャーなどさまざまな職種と日々情報共有を行って

います。各々の専門職と関わることで看護分野以外の知識も吸収することができるので自身の

成長にもつながっています。

他職種との関わりについて教えてくださいQ

名手病院で働く先輩からの

メッセージ
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回復期病棟 Bさん



１年目は不安や緊張で余裕もなく任された業務一つひとつに対して取り組むことに精一杯でしたが

２年目からは視野も広がり、患者さんのニーズに合わせてその人らしさを尊重した看護を提供できる

ようになりました。また、経験を重ねていく中で優先順位を考え効率的に行動ができるようになりました。

そして、配属先の病棟の夜勤を一人で行えるようにもなり自身の成長を感じています。

1年目と比べて成長したと感じる部分を教えてくださいQ

患者さん一人ひとりの思いや背景に寄り添い、不安や苦痛を軽減できるように関わることを大事に

しています。また、安全を第一に考え、安心して療養生活を送れるよう支援することを心がけています。

仕事をするにあたり日々 心掛けていることはありますか？Q

「患者さんの生活背景に寄り添った日常生活支援」をテーマに日々取り組んでいます。

食事や入浴、排泄の介助を通して患者さんが自立できるようサポート支援するとともに歯科衛生士や

セラピスト、地域連携室などの多職種と密に連携し、安全かつ安心して生活できるよう意識して

看護をしています。そうすることで“その人らしさ”を尊重した看護を提供するチカラが身に付いて

きました。

自信のついてきた領域やテーマはありますか？Q

看護学生の皆さんへメッセージ

名手病院で働く先輩からの

Message【メッセージ】 03

看護は知識や技術だけでなく、患者さんの気持ちに寄り添うチカラも

大事です。一人でできることは限られますが、看護師同士や他職種と

関わりながら支援することでより安全で安心できるケアを提供できます。

学びを大事に、自分らしい看護を目指してください。

一般病棟 Cさん
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